平成23年12月吉日
教員殿
産学官連携推進部

研究推進部門長　佐竹　弘

研究シーズ調査のご協力のお願い

拝啓　常日頃より、産学官連携推進部の活動にご協力いただきましてありがとうございます。

　さて、産学官連携推進部では、知的財産の権利化、技術移転、特に研究推進のための企業とのマッチングなど、外部資金獲得に向けた活動を積極的に展開しております。

　これらの活動には、特許相談、産学連携研究者育成支援事業などを通じて研究者のシーズを調査させていただき、研究者の方々のご協力により、展示会等で企業への技術紹介をさせていただいております。

　全学の研究者の研究シーズを産学官連携推進部で把握し、外部資金獲得へのマッチングにつなげたいと研究シーズの収集に努めておりますが、産学官連携推進部の人材にも限界があり、まだ、多くの先生方の研究シーズを把握するに至っておりません。

　今までも、研究者の方々へのシーズ調査等を行ない、研究シーズの更新に努めてきましたが、さらなる充実を図り、技術移転、外部資金獲得へと発展させてまいりたいと思います。

　産学官連携推進部では、研究者の研究シーズのデータベースを作成し、技術移転等リエゾン活動に活用し、活動の一層の活性化を図りたいと考えております。

　つきましては、なお一層のリエゾン機能を高めるため、公開可能な全研究者の研究内容を再度調査させていただき、データベース化し、徳島大学の研究シーズ集の発行や、国内外のリエゾン活動に活用したいと計画しています。

　産学官連携推進部の活動にご理解いただき、全員の先生方にご提出いただけますようお願いいたします。

　大変お忙しいとは思いますが、ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

敬具

次頁よりの「研究シーズ調査用紙」「外部資金支援のためのアンケート調査」にご記入の上、
下記担当者まで学内便又はメール添付にて平成24年1月中を目処にお送り下さい。
　担当者：産学官連携推進部　西岡久子
E-mail　nishioka@ccr.tokushima-u.ac.jp






TEL
088-656-7022（内線82-4956）

※こちらで把握している所属、連絡先等を記載しておりますが、適宜、修正をお願いいたします。
※ひな型は産学官連携推進部ホームページにご用意しております。




http://www.ccr.tokushima-u.ac.jp/seeds/seeds-model.doc

研究シーズ調査用紙

１．研究者情報（シーズ集等で公開させていただきます。）
	１）氏名
	

	２）所属
	

	３）メール
	

	４）電話
	

	５）専門分野
	

	６）研究分野
	


	７）研究概要
	（４００字程度でご紹介下さい。）

	
	


	８）研究概要のキーワード：１０語程度

	日本語
	

	英語
	


２．研究シーズ情報（研究内容ができるだけ分かるようなキーワードを含むテーマ名にして下さい）
１）現在の研究テーマ（複数でも結構です）

＜研究テーマ名１＞

	日本語
	

	英語
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名２＞

	日本語
	

	英語
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名３＞

	日本語
	

	英語
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


外部資金支援のためのアンケート調査

　下記の情報は非公開とし、産学官連携推進部で公募事業の紹介、企業への紹介、展示会への出展願い、大阪・東京での研究者紹介など外部資金獲得のためのリエゾン活動に活用させてもらいます。

１）外部資金獲得希望テーマ（複数ご紹介下さい）
＜研究テーマ名１＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名２＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名３＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


２）企業との研究開発希望テーマ（複数ご紹介下さい）
＜研究テーマ名１＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。

	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名２＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜研究テーマ名３＞

	
	


研究開発のステージ　※枠に○印を入れて下さい。
	
	１．基礎：アイデア検証など　
	
	２．基盤：メカニズム解明など

	
	３．応用：試作、検証など
	
	４．実用化・商品化


＜注意とお願い＞

○医薬品開発、検査方法など医療関係では、企業側から作用機序（メカニズム）解明、動物実験での検証データが要求されます。

○化学物質等の応用研究では、企業が検証できる成果物が提供できることがベストです。

○研究成果は、未発表であり、出口（応用製品への展開など）が見えるものに関心があります。

○ご紹介していただきました研究テーマにいては、担当者がヒアリングさせていただきます。

